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教員の選好：（×，○） 教（○，○） 教（×，×） 教（○，×）


































○ 2, 1 0, 0










　　　　　　　　　　 教 ＝ {○○，○×，×○，××}，









○○ 2, 1 0, 0
○× 2, 1 1, 3
×○ 3, 2 0, 0
×× 3, 2 1, 3
－88－









とる確率を ，××をとる確率を とし，学生が○をとる確率を ，×
をとる確率を とおく。ちょっとした計算により，混合戦略のナッシュ均衡は以下のよう











　　　　　　　　　　 教 ＝ {○，×}，
　　　　　　　　　　 学 ＝ {○○，○×，×○，××}
表３：シラバスがある場合
教＼学 ○○ ○× ×○ ××
○ 2, 1 2, 1 0, 0 0, 0
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の遷移過程として加法的に追加する。本稿では，厳密な解析を省き，何が起こり得るかを示唆する数
値シミュレーションの結果のみを例示する。







教員が○×をとる確率を ，×○をとる確率を ，××をとる確率を とおく。同様に，学生が○を
とる確率を ，×をとる確率を とおく。各プレーヤーの混合戦略ベクトルを








































として，Binmore， Gale， and Samuelson （1995）があるが，彼らは単純化された最後通牒ゲームに発生
する連続体のナッシュ均衡の頑健性を吟味するために，“ノイズ”（noise）を含む複製子動学を考察
した。彼らのノイズによる定式化はここでの突然変異を含む定式化の特殊形であることが理解できる。























図５：シラバスなし，突然変異あり。 近傍に収束する１組の（ , , ）の時系列。
図６：シラバスなし，突然変異あり。 近傍に収束する１組の（ , , ）の時系列。
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図９：シラバスあり，突然変異あり。  近傍に収束する１組の（ , , ）の時系列。
－96－
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（×，×） → （○，○） ＋ ＋ －
（×，×） → （×，×） 0 － －
（×，○） → （○，○） － － －
（×，○） → （×，×） － － －
表４：進化的観点からみたシラバス導入前後の厚生比較
教員 学生 ‘社会’
（×，×） → （○，○） ＋ － ＋
（×，×） → （×，×） 0 0 0
（×，○） → （○，○） － － 0
（×，○） → （×，×） － ＋ －
－98－
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